






 

 入浴は看護業務の中で大きなウエイトを占めている。そして多大の問題をか

かえている現状にあった。そこで 51、52 年度にわたって全国筋ジ施設が看護共

同研究のテーマとしてとりあげ種々の角度から検討してきた。しかし、施設に

よって入浴設備に多少のちがいがあり、そのことは介助にも関与していた。し

たがって筋ジの画一的な入浴設備や介助システムはいまだ改善されつつありそ

こに研究の意義も存じていた。この研究の成果は未完成なものであるが次点へ

のたたき台として一応のまとめを行い一つの区切りをつけるものである。 


